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	製品名: AMPKベータ1（1A7）マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	AMP活性化プロテインキナーゼ（AMPK）は、酵母から植物、動物に至るまで高度に保存されており、エネルギー恒常性の調節において重要な役割を果たしています。AMPKは、触媒αサブユニットと調節βサブユニットおよびγサブユニットからなるヘテロ三量体複合体であり、各サブユニットは2つまたは3つの異なる遺伝子（α1, 2; β1, 2; γ1, 2, 3）によってコードされています。
	研究分野
	シグナル伝達
	画像データ
	

	AMPK ベータ 1 抗体を使用した 3T3、Hela、PC-12、COS7、および MDA-MB-468 溶解物中の AMPK ベータ 1 のウェスタン ブロット分析。
	

	AMPK ベータ 1 抗体を使用した HeLa の AMPK ベータ 1 (1A7) の免疫細胞化学分析。
	

	AMPK ベータ 1 抗体を使用した Hela 溶解物中の AMPK ベータ 1 (1A7) の免疫沈降分析。
	

	AMPK ベータ 1 抗体を使用したパラフィン包埋乳がんの免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

